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は じめ に

　 英語 教育 を取 り巻 く状 況 は、変革 を迫 られ近 年大 き く変容 しよう と して

い る。従 来 よ り 「英語 くらいで きな くては」 とい う常 套句 は聞 き飽 きるほ

ど溢 れ ていたが、小 学校へ の英 語導 入 をめ ぐって にわか に議 論が沸騰 して

い る。そ の是非 に関 して は ここで議 論す る もので はないが、教 科 と しての

導入 に対す る慎 重 派 の意 見が採択 され た と して も、現 実 には 「活 動」や 「導

入」 とい う形態 で小 学校 の 「国際理解 教育」 の中 に既 に広 く取 り上 げ られ

て お り、年 々その実践校 は増加 す る とい う実態 が ある。文科省 も2007年 度

の予 算概 算 要 求 の 中 に、小 学校 の英 語 活動(1)の 充 実 に向 け38億 円 を計上

した。 これは 同省 が1青報提 供 の総合 サ イ トを開設 し教 員 に指 導方法 や教材

を提供 す る、英語教材 と して 「英 語 ノー ト」(2)を全5,6年 生 に配布 す る、

そ して全 国の 国公私 立小学 校 の約1割 の小学 校 にAL.Tを 配 置す るため で あ

る とい う。 諸事 か ら判 断 して、現段 階 の小 学校 か ら英語 を全 く排 斥 して し

ま う とい う動 きは非現実 的 と言 わ ざるを得 ず、 中央教 育審議会 の専 門部会

の最終 決定 が教 科化 に は消 極 的 とい うこ とになって も、小 学校 にお ける英

語 は現状 の よ うに「活動 」や 「導入」と して継続 されて ゆ くと思 われ る(3)。

　 2006年11月20日 付 けの朝 日新 聞 には、ベ ネ ッセ コーポ レー シ ョンが 同年

7、8月 に全 国公立小 学 校1万 校 を対象 に行 っ た調 査 結果 が 載 った。 そ れ

に よる と、何 らかの形 で英 語活動 を行 ってい る小 学校 は94%に 上 るが、 そ

の態勢 につ いて は 「どち らか とい うと」 も含 め 「充分 で ない」 とす る返答

が半数 を超 えた。最 も不 十分 とされ た項 目は 「教材 の開発 や準備 のた めの

時 間」 で、 実 に92.7%に も上 る。他 に大 きな課題 と され る項 目は 「指 導 す
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る教 員 の英語 力」 や 「教材 開発 や準備 の ため の時 間」 な どで、双方 ともに

80%を 超 えて い る。小学校 の英 語教 育 に対 して需 要 は大 き く、 しか し時 間

も体 制 も整 わ ない まま、 い わば 「見切 り発車 」 して しまった実情が 明 白に

なってい る。

　 これ は山内啓(2006)で 概 観 した よ うに、確 た る言語 政策 の策定 を待 た

ず して、保護 者か らの要 請や世 論 に押 し上 げ られ る ように導入 されて いる

「英 語」 には、 その 目標 や教 員、教 材 、指導 法 等課 題 は山積 で、 漫然 と導

入 されて も効 果が 上が らず 、所詮 は失 敗 に終 わるので はな いか との危 惧 も

当然 大 きい、とい うこ とと整 合 す る。か の 岡倉 由三郎 で さえ明治27年 の 『教

育 時論 』 に連 載 した 「外 国語 教授新 法」 の中で 「日本語 の取 得 す ら不 十分

な小 学 生 に英語 を教 えるの は弊 害が少 な くない」 と、す で に警 告 を発 して

い るのであ る。小 学校 で の英 語教 育 に関 して は明 治の初期 か ら幾度 も盛 衰

を繰 り返 して きた経緯 が あ るが 、近年 の盛 隆 に現 実的 に対応 し、効果 的 な

具体 案 を出す のが 緊急 に求 め られ る こ とで あ る。

　地 方都 市 で は あるが、筆者 は教 育委 員 として小 ・中 ・高 を巡 ってい る。

圏内 の英語 の研 究指 定 を受 けた小 学校 を始 め英 語活 動 の導入 に は経験 の浅

い小 学校 も度 々参 観 し、 また教 員 の研 修 に も参 加 してい る。 一方 で複数 の

県立 高校 で高大連携 の 「国際理解」 の授 業 を担 当 した経験 を持 つ。 この よ

うな授業 の実践 や参観 を通 し、 また教員 たち との懇 談や校 長 ・教頭 会 な ど

で の意見交換 を通 して個 人 的体 験 の 中か らも英 語教 育 を取 り巻 く状 況が 縮

図 的 に見 えて くる。 そ こで、 本稿 で は小 学校 にお け る「英 語 問題」の 中で、

そ の 目的 に焦点 をあて、 目標 実現 の ための具体 案 を示 したい。

1.学 習 の 目的

1.1現 在 の指針

　現在 文科省 か らの指導 で は、小学校 段 階 にふ さわ しい体 験 的 な学 習 を行

うこ とが 目的 で、 「学 習」 で あ る よ りも 「活 動」 で あ る よ うに配慮 が 求 め

られ てい る。.小学嫉 語 涯動 実 蹉 の手 引 き(2001:3)(以 下 手グ1き)に

は、 「『英 語活動 』 そ の ものが異 文化 に触 れ る体験 とな り、 さ らに、外 国の
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人や文化 にかか わろ う とす る と きの手段 と して、英語 を活用 しよう とす る

態 度 を育 成す る ことに もつ なが る。 す なわ ち、 言語習 得 を主 な 目的 とす る

ので はな く、興 味 ・関心 や意欲 の育成 をね らうこ とが 重要 であ る」 と、言

語 習得 が 目的で ない こ とが明記 されて い る。

　 しか し現 実 に は教 科 で は ない こ とに よる混 乱 が大 きい。 「活動 」 は評価

の対 象 に な らず、学 習 の到 達 目標 が 立 ち に く く、授 業 時 間が散漫 に過 ぎて

も改 善 点 の焦 点 を見 つ け難 い か らで あ る。現 場 の教 員 の 中 に も、 「英 語 に

触 れ る」 「英語 に親 しむ」 授業 が 、歌 や ゲ ー ムで楽 し くはあ っ て も、 果 た

してそ こに教 育 的効果 が生 まれてい るのか 、 と悩 む者 は多 い。児童 を英語

に親 しませ る、 とい う 目的 は達 して も、児 童が 中学 に進学 し実際 に文字 や

文法 を習 い始 め る と、 「楽 し くない」 「こんな筈 で はない」 と感 じ、小 学校

時 の楽 しさが逆 に足 かせ になって英語 に蹟 き、英 語嫌 い を作 り出す 要 因 に

さえな り得 るので あ る。

　混 乱 の もう一つ の原 因 は、 「言 語 習得」 を 目的 と しな い、 と明記 され て

い るに もかか わ らず 、学校 に よって は ほ とん ど語 学学習 そ の ものに なって

お り、文 字学 習 まで も導入 されてい るこ とで あ り、換 言す れば 中学校 での

英語 の前倒 しになって い る とい うこ とで ある。 とはい え英 語活 動 はその年

間授 業数 に比例 して内容 が よ り言 語習得 にな ってい くの はや む を得 ない と

い う側面 も持つ 。 中学校 に進学 して継続 的 に学習 を進 め る ことので きる学

習 内容 は結果 が直接 的 に見 え、比較 的保護 者 か らの反応 も良 いか らであ る。

また年 間25時 間程 度(4)の授 業 数 を確 保 し、 「英 語」 に特 化 した総合 の 時 間

を活用 して い る小 学校 で は、積 極 的 に言語 習 得 に力 を入 れ、 手 ダ1きで指

導 され てい る 「文字 の制 限」 を踏 まえて リスニ ングや ス ピーキ ング に重点

を置 こ う としてい る一方 で、 フ ォニ ックス と文字 学習 の導入 に も積極 的 な

学校 も存在 す る。つ ま りは年 間実 施時 間の ば らつ きそ の ものの よ うに、学

習 内容 に も大 きなば らつ きが見 られ るので あ る。 これ は 手 ダ1きだ け で は

統一 した指 導 に な り得 ない とい う証 明で もあ る。

　授 業 の内容 に関 して の指 導 と して は 「教科 書 を使 わず,音 声 を中心 に指

導 す る こと,語 句 や文法項 目の正確 な使用 よ りも意思伝 達 を重視 す る こ と,
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ゲー ム な どの活動 を中心 に展 開す るこ とな どで あ る」 とあ る。 また、 「子

どもた ちが 楽 しみ なが ら自然 に英語 に親 しんで い ける よ うに」 と明記 され

てい る 手グ!きで あ るが、 「楽 しみ」 とは どの よ うに理解 す れ ば良 い の だろ

うか。楽 しければ授 業 が 円滑 に進 み学 習効 果が 高 まる、学習 意欲 が増 す の

は 自明 の こ とであ るが 、学習指 導案 を作 成 す る と きに も、 いか に「楽 しい」

を盛 り込 むの は言 葉 で言 うほ ど安易 な もので はない。頼 るべ き教科 書 はな

く、音声 中心 と指示 されて も、 中学 の英語専科 の教 員 で も 「音声 」 のみ で

指導せ よ とい われ る と躊躇 す る教 員 は少 な くない はず であ る。授 業 にお い

ての本 質 的 な楽 しさとは 「理解 で き、 自分 で納得 す る喜 び=楽 しい」 で あ

り、逆 の 「楽 しい=理 解 す る」 で は本 筋 を見 失 う。実 は小 学校 で実践 され

て い る英語 に関す る授業 の大半 は娯楽 的 な楽 しさに満 ちた もの、 と断定 し

て も過 言 で は ない。音声 中心 で あ る こ とを意識 した結 果 が テ ー プやCDに

頼 る こ とので きる歌 や、 ビ ンゴや教 室 の なか を動 き回 る こ とので きるゲ ー

ムを導入 す る結果 を生 む とい え るが、少 な くとも 「総合 的 な学 習」 の 「国

際理 解」 の枠 組 み で行 われ る授 業 で あれ ば、 「楽 しい」 ゲ ー ムや歌 を取 り

入 れた だけで は国際理解 の授業 と して不 十分 で あ る。 手 グ1きに よる と:

1　 内容 を決 め る際 のポ イ ン トは何 か

　 　(1)音 声 を中心 とす る。

　 　(2)子 どもの 「言 いた い こと」 「した い こと」 を扱 う

　 　(3)子 どもの 日常生活 に身近 なこ とが らを扱 う

　 　(4)基 本的 で,応 用 の き く表現 を選ぶ

　 　(5)既 知の もの で も新 たな発 見 を もた らす 話題等 を扱 う

　 　(6)外 国人 の表現 や身振 りの中か ら,文 化 の違 い に気付 かせ る

　 　(7)子 どもの発達段 階 を踏 まえた話 題 ・素材 ・題材 を扱 う

となってい る。(1)の 音声 中心 や(3)の 子 ど もの身近 な こ とが ら、 な どは分

りやす いが、(4)の 基 本 的で応用 の き く表現 を選 ぶ、(6)の 外 国人 の表現 や

身振 りの中か ら文化 の違 い に気 付 かせ る、 な どは指導 の応用 範 囲が広 く適

切 な もの を教材 として選択 す るの は困難 であ る。既 述 の2006年 の調査 で は、
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教 務 主任 に対 す る調 査 で特 に課 題 とされ た もの に、 「指 導 す る教 員 の英語

力」と 「教 材 開発 や準備 のため の時 間」が あ る。 これ に対 して文科省 は 「専

門部会 の報 告書 が提 言 した よ うな コ ミュニ ケ ー シ ョン主体 の 『英語 活動 』

で あれ ば、教科 英語 の指 導法 を学 んでい ない小 学校 の先 生 で も可能 とみ て

い る」(日 本経 済新 聞2006年5月5日)と 現 場 との ズ レ を呈 して い る。 こ

れで はあ たか もコ ミュニケー シ ョン主体 であ るか ら、正確 で な くともよい、

カタ コ トで も通 じれば良 い、 と暗 にその授 業 内容 の曖昧 さを露呈 してい る

と言 われ て も仕 方が ないので はな いだ ろ うか。

　加 えて授 業案 を組 む際 に困惑 を もた らす の は、 この指針 の 中 に(1)や(4)

で示 され る よ うな言 語教 育 と(6)に 見 られ る国際理 解 教 育 の範晴 に属 す も

のが混在 してい る こ とで あ る。

1.2　 明確 化 させ た 目的

　 学 習 の 目的 は到達す る 目標 と して立 て られ るべ きで、抽象 的であ る ほ ど

柔軟 さは増 すが 、指導 員 に よって方 向性 が違 う もの になる と混乱 す る。教

員 の各個 人の柔軟 な授 業作 りは歓迎 すべ きもので あ るが、小 学校 の英語 の

ように手探 りの状 態が続 くの は好 ま しい もの で はない。 目的 を具体 的に明

確 に定 め、「何 を」「どの ように」楽 し くす るのか を示 さなけれ ばな らない。

つ ま り学習 の 目的 を 「国際理解教 育」 と 「言語教 育」 に分離 し、小 学校 段

階で は 「国際理解 教育」 に特化 す る ところか ら明確化 す る こ とが肝 要 なの

では ない だ ろ うか。

手 グノき に よる国際理解 に関す る言及 は、

「国際理解」のね らい

　　国際理解は異文化 を知ることだけにとどまらず、異文化 を知 ること

　　を通 して自国の文化 を知 り、 さらに単 に知識の習得だけを目的 とす

　　るのではな く、行動する能力 を習得す ることがねらい とされている。

　　すなわち子 どもが頭 だけで学ぶのではなく、体験 的な学習や問題解

　　決的な学習 などを多 く取 り入れ、実践的な能力や資質、 また、態度
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を育 成 してい くこ とが 求め られ てい るのであ る。 さ らに、外 国語 に

よるコ ミュニ ケー シ ョン能力 の育成 が求 め られ てい る。 国際理解 に

お け る 「外 国語会話 」 は行動 す る能力 を育成 す る上で も大 きな役 割

を持 ち、 これ か らの 国際理解 を進 め る上 で、重要 な要素 となってい

る。

　この中で は再 び、外 国語 に よる コ ミュニケ ー シ ョン… とい う言 語教 育 と

国際理解 、 さ らに コ ミュニ ケー シ ョン論 の混 同が見 られ る。 これ らは融合

させ て こそ の教 育 ともい えるが、 それ は結 果 的 に結 びつ いて こその理想 で

あ り、小 学校 過程 での 「導 入」期 には よ り細 分化 させ て、 それ ぞれ に指標

を作 る 目的 に改善 した方 が現場 の指 導員 に統0が 図 りやす く、従 って指 導

も行 いやす ぐなるので あ る。次項 で は言語教 育 と分離 させ た国際理解 教 育

につ いて述 べ る。

2.小 学 校 英 語 の 目的 と して の 国 際 理 解 教 育 と コ ミ ュニ ケ ー シ ョン

2.1　 国際理解 教 育の め ざす もの

　 現在 中学校 や高校 で も国際理解 は重 要課題 と認 識 され、 コ ミュニケ ー シ

ョンと共 に注 目を浴 びてい る。 しか し中学 ・高校 ともにそ の授 業時 数実態

は、特 区 な どの例 を除 くと総合 的 な学 習 の時間 や人権学 習 の時 間に委 ね ら

れて いる こ とが 多 い よ うであ る。 い わ ば学習 目的 と して設定す る こ とが大

きす ぎ、 却 って具体 目標 を設定 しに く くな って い る ともい え よ う。学 校教

育 範疇 での 国際理解 とは、狭 義 に は 自国 を世界 の 中での位置 づ けで理解 し、

広 く世界 に 目を向け る ことで社会 事象 を学 び、相 関的 に 自国 を理解す る こ

とで ある。広義 には他 者 との 関わ りにお いて 自分 を知 り、視 野 を広 げ、異

な る もの に対 して寛容 にな るこ とで あ る。つ ま り、校 種 を問 わず各授 業 に

学 習内容 を明示 的 ・暗示 的 に組 み入 れ、学 際的 に学 ばせ る こ とが望 ま しい。

こ とに小 学校 で は国際理解 と銘打 って上段 に構 え るよ り、 生活科 の広 域版

とで もい うべ き身近 な ところか らの導入 が最 も自然 で あ る。つ ま りは文化

の捉 え方 を整理 し、精神 文化 、物 質文化 、行 動文化 の うち小 学生 の発 達段

階 に最 も相 応 しい行動 文化 、及 び物 質 文化 か ら扱 うこ とが 望 ま しい。

　 ..



　 『小 学 校 英 語 指 導 法 ハ ン ドブ ッ ク』(Brewster&Ellis　 2005184)に よ

れ ば文 化 の 教 え 方 と して の 指針 を次 の よ うに列 挙 す る

・こ どもの視 点か ら文化 を導 入す る

・で きるだ けオー セ ンテ ィ ックな教材 を使 うが、 な くて も気 に しない

・オーセ ンテ ィ ック な状況 を作 る よ う努力 す る。 例:イ ギ リス の少女 は

　 どうや って誕生 日を祝 うか(バ ース デーケー キ ・ろ うそ く ・プ レゼ ン

　 トな ど)

・さ まざまなスキ ル を使 用す る よう促 す。例:観 察 ・質問 ・比較 ・反省

　 ・議論 ・情 報 の探 求

・具体 的 な言語 に焦点 を絞 った り、 言語 を簡 単 に した り、 限定 した りし

て、教材 を活用 で きる方法 を考 え る

(以下略)

しか し、 身近 な文化 の側面 を教材 にす るに はそ れが偏 狭 な知識 にな りえた

り、 また ステ レオ タイプ な曲解 に繋 が った りす る危 険 をは らむ。児 童 ・生

徒 の年 齢が上 が り、個人 で も体験 を積 ん だ り興 味 を もっ て調べ た りす る よ

うにな る前段 階 の児 童 に は特 に注 意 が必要 で ある。例 えば、上 記 の イギ リ

ス人 の少女 のバ ースデ ーケ ーキの話題 に して も、全 ての イギ リス 人の少女

がケ ー キにろ うそ くで誕生 日を祝 うわ けで はない とい うこ とを踏 まえた上

で導入 すべ きなのであ る。 これ を段 階的 に整 理す る と次 の ようにな る:

●国際 理解 の 目的であ る 「自分 とは違 うもの」 の認識 とは:

「 差異 の存在 を認 識す るこ と1

　　 ↓　 さ まざまな 日本以外 の生活 の様 子、 習慣 を知 る

　　　　 (「バ ー スデー ケー キに ろ うそ く、 自分 と同 じだ な」

　　　　 「自分 な らケーキ よ りプ レゼ ン トの ほ うが いい な」 「デ コ レー シ ョ

　　　　 ンケー キは買 うのか な」 「ケー キだ けで ご馳走 はない のか な」等)

1・知 的欲求 を刺 激 す る こ と1

　　 ↓　 それ な らば、他 の国で は、 と興 味 を持 つ

　　　　 (「お 隣 の韓 国 で は ど うなん だ ろ う」 「イギ リス人 は他 の 日に は ど

　 .・



　　　 ん なケー キ を食 べ るの だろ う」「ア フ リカで は ど うなん だろ う」等)

1・文化 に優 劣 をつ け ない こ と1

　 「知 らな い こ とを知 り」 事象 の背 景 にあ る もの に思 い を馳 せ 、 自文化

　 と比較 し、優 劣 をつ けて しま うこ とを避 ける。 それぞ れ を尊重 す る。

　『これ か らの小 学校英 語教育 』(樋 口2005

を次 の ように列挙す る1

65)で は文化 に対す る考 え方

①英 語 では 日本語 と同 じよ うな発 想 で は うま くいかない こ とが ある らし

　 い

②言 葉 と して 出て こな くて も、何 とか 通 じさせ る方法 はあ りそ うだ

③ コ ミュニケ ー シ ョンを取 ろ うとす る積極 的な態度 が大切 な よ うだ

④ 効 率的 に、 コ ミュニ ケー シ ョンを取 るた めに必要 なの はや は り言語 だ

⑤ わか らない言語 を しゃべ る人 との接触 は、不安 だけれ どもお もしろそ

　 うだ

⑥世 界 はい ろいろ な人 がい る。 もっ と知 りたい

ここで は異 文化 理解 とコ ミュニケー シ ョンが混 在 す るが、① と⑥ が 国際理

解 の 目標 で もあ る。差 異 を認識 し、 それが発展 して次 なる知 識 の欲求へ と

つ なが る。 ク ラス で意 見 を交 わ し、疑 問 に思 った こ とは調べ 、納 得す る、

これが文科 省 の指針 であ る 「行動 す る態 度 の育 成」 となるので あ り、小 学

校 にお け る国際理 解 の望 ま しい真 の 目標 で もあ る。 「知 る」 だ け で時 間切

れ、あ るい は停 止 して しまい学習 内容 か ら次へ の展 開、 あ るい は発 展へ と

つ なが りに くい こ とが現在 の小 学校 で の英語活 動 の課 題 なので あ る。 ゲー

ムで リンゴは 「ア ップル」 と習 った、発 音練 習 もした、楽 しか った、 で は

また来週、 と幕切 れ になって しまうこ とも少 なか らず で、指 導員 もこの終

らせ 方 に未 完成感 を持 ってはい る。

Appleを 話題 にす るな らば:

　 ・果物 の色 々 な名前 を覚 え る一 多 くは 日本語 で もカタカナ語 で使 われ る

　 　 の で子 どもの果物語 彙能力 は高い。 しか し、 英語 で言 う と 「apple」で

　 　音声 的 に 「ア ップル」 では ない、 同 じもの を指す の に発音 が違 う、 と
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　　 い うこ とを認 識 させ る。

　 ・カ タカナ語 で知 りうる限 りの果物 を考 え、 それ らが外来 語 であ る こ と

　　 を認識 す る と、 どこか ら きた もの か、 と地理 的 な こ とに思 い をめ ぐら

　　せ る こ とが で きる。原産 地 を地 図 で確 認 し、そ れが 日本 に くる と 「ア

　　 ップル」、 イギ リスで は 「apple」とな る。柿 はア ジァが 原産 であ るが、

　　北 米 で は 「kaki」と 日本語 での呼 び名 を使 用す る。 キー ウ イは 「kiwi」、

　　姿 の似 た鳥 にちなんでつ け られた もの、 ニ ュー ジ.__.ラン ドの位 置確 認

　　 もで きる。

　 ・地 図 を出 した折 には、 日本 と太 平洋が 中心 にあ る地図 だ けで な く、大

　　西 洋が 中央 に(経 度0度 が 中心 に)く る欧米 の地 図 を紹 介す る。 日本

　　 が極 東 にあ るこ と、視点 を変 え る ことの重要性 を盛 りこむ。 で きれ ば

　　 オー ス トラリアで観 光用 に販 売 す る南 半球 を上部 に置 いた、 いわ ゆ る

　　逆 さ ま地 図が あれ ば なお興 味 を ひ く。

な どの よ うに発 展 させ て い くこ とが 国際理解 の授 業 と して望 ま し く、 「行

動す る態度 の育成 」 の助 けに なるので はない だ ろ うか。そ して その行動 す

る態 度 を外 向 け に発信 させ る ところか らコ ミュニケ ー シ ョンへ とつ なが っ

て ゆ くので ある。

2.2　 コ ミュニ ケー シ ョンを図 ろ うとす る態度

　 「外 国語 で積極 的 にコ ミュニケー シ ョンを図 ろ う とす る態度 を育 て る」と

い う文言 が 中学校 の 学 習指 導 要 領 に入 った の は1989年 で あ る。 当時 は文

法 ・訳 読 中心 の授 業 の改 善、 脱却 と して コ ミュニケ ー シ ョンに視 点が 向 け

られ た。1990年 台 の後 半 か ら小 学 校 英語 が教 育 改革 の議題 に上 り、 「英 語

が使 える 日本 人 の育成」 の戦 略構 想 が 出 され る な ど、小 ・中 ・高 で英語 能

力 の 向上 をめ ざす改 革 案 が 具 体 的 な 目標(5)と 共 に打 ち 出 され たが 、 しか

し一方 で2002年 か らは中学 の英語 授業 数が 削減 され、英 語能 力 の向上 は矛

盾 した 目標 にな った。 その後 、 中教 審 の外 国部会 は2006年 の3月 に ま とめ

た 「小5か ら週1時 問程 度、英 語 を必須 にすべ き」とい う報告 の 中に、「積

極 的 に コミュニ ケー シ ョンす る態度 の育成 」 を 目標 に し、 これ に よ り小 学
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校 に コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンが 入 って きた の で あ る。

　 「意 志 の疎 通 」とせ ず に カ タ カナ 語 で 表 記 す る必 然 性 は 、 ラ テ ン語 のcom-

municare=共 通 、 を強 く反 映 す るか ら と さ れ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンで あ る

が 、 小 学 校 の 国 際 理 解 と関 連 させ る授 業 と して の 必 要 性 は、 心 理 学 的 視 点

に立 った 、 「どの 程 度 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンの 当 事 者 同 士 が 自分 自身 が 持 っ

て い る フ ィル ター と相 手 の 持 って い る フ ィル ター を近 似 させ る こ とが で き

るか で あ る、 具 体 的 に は、 相 手 の 持 っ て い る経 験 や 価 値 観 な ど を理 解 す る

こ とで あ る」(末 田 ・福 田:2006:44)に 他 な らな い 。 国 際 理 解 の 目 的 と

も整 合 し、 融 合 す る か らで もあ る。 また 文 部 科 学 大 臣 も コ ミュ ニ ケ ー シ ョ

ンに 関連 した発 言 を行 い注 目 を浴 び た(6)。

　 申高 の 国 際 理 解 、 あ る い は グ ロー バ ル ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョンの 授 業 の た

め に は 、 社 会 言 語 学 や 心 理 言 語 学 と も関 連 し、Hymesの コ ミュ ニ ケ ー シ ョ

ン理 論 やCanale&Swainの コ ミュ ニ ケ ー シ ョン構 成 要 素 な ど も度 々 引 用 さ

れ るが 、 山 内信(2004)は 以 下 の よ う に簡 便 に分 類 した:

1.文 法能力

2.社 会言語 能力

3.談 話 能力

4.方 略能力

音声 ・語彙 ・文法 を理解 し、語句 や文 を作 る能力

社 会 的文脈 にお いて正 し く言語 を利用 で きる能力

メ ッセ ー ジを効果 的 に伝 えるための結束性 と一貫性

を持 たせ た発 話能 力

コ ミュニケー シ ョンが うま くで きない場合 に、 それ

を切 り抜 け る能力 、 コ ミュニ ケー シ ョンを うま く持

続 させ る能 力

　 それ で は小 学校段 階 では具体 的 に どの ような 目標 を もって コ ミュニケ ー

シ ョン能 力 を向上 させ れ ば よい のだ ろ うか。 上記樋 口(2005)の ② 「言葉 と

して 出て こな くて も、何 とか通 じさせ る方法 はあ りそ うだ」 は非 言語 コ ミ

ュニ ケー シ ョンにつ なが り、 同③ 「コ ミュニケ ー シ ョンを取 ろ う とす る積

極 的 な態 度が大切 な よ うだ」 で は態度 の積 極性 を重視 し、④ 「効 率 的 に、

コ ミュニケ ー シ ョンを取 るため に必要 なの はや は り言語 だ」で は、他者 と

分 か り合 えるため に は言葉 を学 ぼ うとい う意欲 を促 進 し、⑤ 「わか らない

言語 を しゃべ る人 との接 触 は、不 安 だけれ ど もお も しろそ うだ」 で は知 的
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興 味 の促 進 につ なが る。 実際 には言語 コ ミュニケー シ ョンの最小 単位 であ

る、語彙 学習 か ら進め るのが表現 に役 立つ の ではあ るが、単 語の み を覚 え

るだ けの反復練 習 で は運用 能力 の 向上 には不足 であ る こ とは既 述 の とお り

であ る。 単語 を学 び、そ れ を基 に 「文法 能力 」 を高め る、 フ レー ズで覚 え

て仮想場 面 で活用 す るの も子 ど もた ちの興 味 を引 き出す こ とに な るだ ろ

う。 しか し、小 学校 で の英語 活動 の場 にお いて では、上記 の コ ミュニ ケー

シ ョン構成 要素 の うち、逆説 的で はあ るが 「方略能 力」 を高 め る ことが最

大 の 目標 で は ない か と思 われ る。 「社 会 言語 能力」 や 「談話 能力 」 は母 語

で も時 間 をか け、経験 を経 て学 んで ゆ くもので、 そ もそ も外 国語 で最初 か

らこの 能力 を 目指す の は非 現 実 的 であ る。 「行動 す る能 力 を育 成す る」 た

めの 「外 国語 会 話」 で あ るか ら方 略能 カー 意思疎 通 用 の言 語 能力(英 語)

が不足 してい て も消極 的 に な らず 、 なん とか 自分 を表現 しよ うとす る態 度

を含 め た 「方略 能力 」 の育成 が 国際理解教 育 で 目標 とす るのが望 ま しいの

であ る。

お わ りに

学力 の低 下が 問題視 され、英語 の学 力低 下 も例外 では ない。Communica-

tive　apProachが 実 際 に使 える英 語 力 の育 成 に繋 が る と して、 中高 で は オー

ラル を中心 と した指 導 が な され て きたが、 そ の結 果英語 の基本 能力 であ る

「読 む ・書 く」が 著 し く低 下 し、 要 であ った筈 の 「会 話」 も挨 拶 程 度 か ら

深 化 しない とい う深 刻 な事 態が 起 きつつ あ る。本 来 の コ ミュニ ケー シ ョン

向上 を 目指 す方法論 が浸透 せず に、 断片 的 に取 り入 れ らたか らとい うこ と

も学力低 下 の一 因で はあ ろ う。 方法論 の見 直 しは必要 なこ とで あ るが、戦

略的 に英語 が話せ る 日本 人 を育 成す るた め に、早期 に学 習 を始 め れ ば よ り

効果 が上 が る、 と考 え るの は早 計 で もあ る。PISAの 学 習 到 達 度 テス トで

注 目を浴 び るフ ィンラ ン ドは、 日本 と似 た よ うな、言語 表現 があ ま り得意

で は ない 国で あ った とい う。 それがEUへ の加 入 や世 界 経 済 競 争へ の参 入

とともに言語 政策 を見直 し、新 た な方針一verbal　skillsを重 視す る政策 へ変

換 させ た のであ った。具体 的 には小学校 の低 学年 時か ら「こ とばで伝 える」
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こ とを徹 底 して教 え、「これ は何?」 とい う問い に対 して表現 が 分 らず 、

あ るいは適切 な表現 方法 を知 らない子 ど もには単語 の一つ を発言 させ、 そ

こか ら少 しずつ教 師 や友達 との こ とばのや り取 りで発 話数 を増 や し、表現

力 を高 めて ゆ く指導 をす る とい う。翻 って 日本 の場合 を考 える と、一方 で

人 間 同士 のつ なが りが希薄 に なってい る、 コ ミュニケー シ ョン下 手で あ る

との反省 か ら様 々な 「他 者 とのかか わ りを持つ」 取 り組み を取 り入 れ なが

らも、他 方で は 「他者 を思 いや る」気 持 ちか ら相手 に踏み込 んだ質問 な ど

は行 わず 、試行錯 誤 が続 き、 なか なかverbal　skillsは目覚 しい改 善 を見 せ て

はい ない。

　 2006年12月12日 のBBC　 news　featureに興 味 深 い 記 事 が 載 っ た。　Britain's

teenagers　 risk　 becoming　 a　nation　 of"Vicky　 Pollards"held　 back　 by　 poor　 verbal

skillsと い う もの で あ る。 ラ ン カ ス タ ー 大 学 のTony　 McEnery教 授 が 行 っ た

テ ィー ンエ イ ジ ャ ー た ち の 語 彙 調 査(7)の 結 果 、 若 者 の 語 彙 数 は25か ら34

歳 ま で の 青 年 層 に比 べ て 約 半 分 で あ る とい う結 果 が で た 。教 授 は`there　is

aserious　 point　 to　the　 work,　 which　 is　to　highlight　 what　 he　 sees　 as　 the　 neglect　 of

verbal　 communication　 skills　 in　 schools.　 While　 the　 school　 cu皿iculum　 shows　 a

strong　 focus　 on　 literacy,　 speech　 has　 been　 relatively　 neglected　 in　 the　 curriculum.'

と い う 。 ま た 調 査 結 果 は 若 者 の 話 し 言 葉 は20語 ほ ど の 固 定 単 語 が そ の1/3

を 占 め 、 中 で も頻 度 の 高 い 単 語 は`no'と`but'で あ り、 そ れ は`but　 no',`no

but',`yeah　 but,　no　but'と い う人 気 の コ メ デ ィ ー 番 組Vicky　 Pollard'sの ト レ ー

ドマ ー ク と 同 じ と指 摘 す る 。 イ ギ リ ス の 場 合 は 学 校 教 育 でliteracyに 重 心 が

置 か れ た 結 果 ス ピ ー チ 教 育 が お ざ な り に な っ た こ と に起 因 す る 、 と教 授 は

分 析 す る 。 一一方 で コ ン ピ ュ ー タ ー ゲ ー ム やMP3プ レ ー ヤ ー な ど のITの 偏

重 が 原 因 で 起 こ る 傾 向 を`technology　 isolation　syndrome'と 呼 び 、 こ れ が 教

育 現 場 や 学 校 卒 業 後 の 社 会 で の 生 活 に 言 語 的 な 支 障 を き た す 、`Kids　need

to　get　talking　and　develop　 their　vocabulaIy'と 警 告 を 発 して い る 。

　 日本 の 場 合 もliteracy偏 重 教 育 か ら オ ー ラ ル へ と の 見 直 しが は か ら れ た が

結 果 は 芳 し い も の と は い え ず 、 若 者 の 語 彙 数 の 豊 か で な い こ と も 共 通 す る

よ う で あ る 。 ま た 、`Employers　 often　complain　 that　new　 employees　 were　 un.
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able　 to　answer　 the　telephone　 in　the　 formal　 way　 required　 of　them　 for　work　 and

that　they　 were　 also　intimidated　 by　 speaking　 formally　 in　meetings'と の 指 摘 が

あ り、 問 題 意 識 の 共 通 性 が 見 ら れ る の で あ る 。

　小 学校 か ら始 め る英 語 は、 まだ まだ整 備 され るべ き課 題が多 い。小 学校

での英語 の実践 時 間の多少 か ら生 じる同校 区内で の 中学生 にな った 時の経

験格 差 、小 ・中 ・高 の連携 と一貫 したナ シ ョナ ル シラバ スの制定 、 あ るい

は また、教 員 の養成 や研 修 、授業 担 当者 とその形態 の あ りか た、教科 書や

教材 の 問題 等 々、枚挙 に暇 が ない。 しか し世界 的 に は経済 大 国であ りなが

ら、English　Divideに よる孤 立 もまた現実 問題 であ る。

　小 学校 で は言 語教育 として の早 期指導 を行 う よ りも、 国際理解 とコ ミュ

ニケー シ ョンと 目標 を狭 め、 知 的好 奇心 を持つ こ とで視野 を広 げ、他者 と

か か わ りた い と願 い、 そ れ を中学 に進学 して英 語 の言 語学 習 に集 約 し、 ひ

いて はEnglish　Divideの 解 消 につ なげ る よ うな指導 を提 案す るの であ る。
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注 釈

(1)英 語 は 「教 科 」 で は な い た め 、 英 語 教 育 と は呼 ば れ ず 、 あ くまで 「英 語 活

　 　 動 」 あ る い は 単 に 「英 語 」 「英 会 話 」 な ど と呼 称 さ れ る。 ま た 学 校 に よ っ

　 　 て は課 外 活 動 の 「ク ラ ブ」 と して の 扱 い で 実 施 され て い る場 合 もあ る。

(2)英 語 に触 れ る活 動 が 導 入 さ れ て は い て も、学 校 間 に あ っ た ば らつ きの解 消

　 　 の た め に 、 どの 学 校 で も使 え る よ う に 統___的 な補 助 教 材CDを 作 製 し、 全

　 　 国 の 小 学 校 に配 布 す る とい う。

(3)伊 吹 文 明 文 部 科 学 大 臣 は9月 末 の 就 任 直 後 の 会 見 で も 「英 語 を教 え る こ と

　 　 も こ れ は 国 際 社 会 で 必 要 な こ とか も しれ な い け れ ど、 まず 日本 人 と して し

　 　 っ か り した 日本 語 を話 せ な け れ ば な ら な い」 「英 語 教 育 を や る こ と 自体 は

　 　 反 対 で は ない 。 優 先 順 位 を考 え る と ど うな の か 。 人格 形 成 や 基 本 的 な素 養

　 　 を 身 につ け させ る 中 で、 国際 感 覚 を磨 く とか 外 国 の 文 化 に触 れ る とか 、 そ

　 　 うい うチ ャ ンス を小 学 校 で 何 らか の形 で 設 け る とい う よ う な形 式 で あ れ ば

　 　 非 常 に良 い 」 と必 修 化 に は否 定 的 な意 見 を示 して い た 。

(4)2006年 度 現 在 、 公 立 小 学 校 で の 英 語 活 動 実 施 時 間 は 次 の よ う に な っ て い

　 　 る:

　 　 1.全 く行 わ な い

　 　 2.年 間10時 間 以 下 の 「経 験 的」 英 語 活 動

　 　 3.年 間25時 間 前 後 の 積 極 的 な取 り組 み

　 　 4.研 究 指 定 開 発 校 、 及 び特 区 に お け る 先 進 校

　 　 5.こ の うち最 多 実 施 は、 年 間10時 間以 下 、 で あ る。

(5)中 学 卒 業 段 階 で 英 検3級 程 度 、 高 卒 段 階 で準2級 一2級 程 度 」(2002年)

(6)伊 吹 文 科 大 臣 は2006年12月12日 の会 見 で 、 前 日、 日本 外 国 人 特 派 員 協 会 で

　 　行 っ た 講 演 に 関 連 し、 「小 学 校 の 学 習 指 導 要 領 に は、 外 国 語 教 育 を し な さ

　 　 い とは書 か れ て い な い 。 世 界 の い ろ い ろ な 言 葉 に触 れ る とい う こ とは 小 学

　 　校 で や っ た らい い 。 英 語 を ど うマ ス ター して い くか に つ い て は 、 中学 校 で

　 　 も う少 し コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン を重 視 し た よ う な 教 育 に 変 え た 方 が い い の

　 　 か 、 とい う(教 育 の)方 法 に つ い て述 べ た」 と説 明 した 。

(7)Professor　 Tony　 McEnery's　 study　of　blogs,　 questionnaires　 and　 speech　 found

　 　 teenagers　used　half　the　words　 of　average　25　to　34-year-olds.　 His　analysis　of　a

　 　 database　 of　teenage　 speech　 suggested　 teenagers　 had　a　vocabulary　 of　just　over

　 　 12,600words　 compared　 with.the　 nearly　21,400　 words　 that　the　average　 person

　 　 aged　12　to　34　uses.(http://news.bbc.co.uk/2!hi/uk_newsleducation/6173441.stm)
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